
　平成20年 9月、文部科学省「戦略的大学連携支援事業」

に、佛教大学を代表校とする FD 連携事業「地域内大学

連携による FD の包括研究と共通プログラム開発・組織

的運用システムの確立」が採択されました。本事業は、

京都地域の 18 の連携大学・短期大学における FD 活動

の改善を図り、高等教育機関としての使命である教育の

質の向上に資することを目的としています。

　従来の FD 活動は、各大学や団体が実施するフォーラ

ム等の講演会に参加して、その時々の FD 関連情報の収

集、他大学の教職員との情報交換等を行ってきましたが、

効果が実際に目に見えるような、具体的な FD 活動には

繋がってきませんでした。また「活動を推進する指導的

人材の不足」、「FD 活動に取り組む時間の不足」、「予算

措置や人的配置が出来ない」等の悩みも、各大学から挙

げられていました。

　本事業では、こうした状況を解決するために、「京都

FD 開発推進センター」に専門研究員、専門調査員を配

置し、これまで京都地域における FD 活動で蓄積してき

た研究成果や人脈を活用しながら、各大学における FD

活動を牽引し、実効性のある取組みへと繋げることを目

論んでおります。

　本事業の着実で実りある展開のために、本News Letter

を活用いただくとともに、関係の皆様方のご理解、ご指

導、ご鞭撻をいただきたく、心よりお願い申し上げます。
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News Letter 発刊にあたって

京都ＦＤ開発推進センター長・佛教大学教授



　「京都ＦＤ開発推進センター」は、平成 20 年度文部科

学省「戦略的大学連携支援事業」に選定された 18 大学・

短期大学による「地域内大学連携による FD の包括研究と

共通プログラム開発・組織的運用システムの確立」の取

り組みを組織的に推進することを目的として設置され、

京都地域の教育力を長期的に支援していくことを使命と

しています。

　学士課程における FD の義務化をむかえ、各大学・短期

大学において具体的なFD活動の充実が問われている中で、

①FDコンサルテーション

②FD研修プログラムの提供

センターの目的・役割

連携機関 京都市　　　大学コンソーシアム京都

連携大学・短期大学
京都工芸繊維大学　　大谷大学　　京都外国語大学　　京都学園大学　　京都光華女子大学　　京都産業大学
京都精華大学　　京都橘大学　　京都薬科大学　　種智院大学　　龍谷大学　　池坊短期大学　　大谷大学短期大学部
華頂短期大学　　京都外国語短期大学　　京都光華女子大学短期大学部　　龍谷大学短期大学部

代表大学 佛教大学

図が入ります

地域内大学連携によるＦＤの包括研究と
共通プログラム開発・組織的運用システムの確立

③FDプログラム開発・検証のモニタリングやコーディネート

④海外・国内の FD・SD情報の蓄積と発信

の４領域において、実効性のあるプログラムを策定する

ことによって、現状の打開と改善につなげることを目指

しています。

　また、FDの先進的な取り組みを、国内・海外問わず調査・

研究し、FD 活動の京都モデルを開発すると同時に、FD

を支援する立場である職員の能力開発を視野に入れ、SD

プログラムの要素と連動させた FD プログラムを開発し、

教職協働を支援するための体制と基盤を確立することが

期待されています。



１．会議開催
　2008 年 10 月 30日（金）18：30～ 19：45  第１回京都ＦＤ開発推進センター会議

　　　　 11 月 27 日（木）18：30～ 20：00  第１回ＦＤ連携運営委員会

　　　　 12 月 16 日（木）18：30～ 19：20  第１回ＦＤ研修プログラム検討ＷＧ

　　　　 12 月 16 日（木）18：30～ 19：30  第１回ＦＤシステム検討ＷＧ

　　　　 12 月 16 日（木）18：30～ 20：00  第１回ＦＤｅｒ検討ＷＧ

　2009 年 1 月 7 日（水）18：30～ 19：30  第１回ＦＤ連携運営幹事会

　　　　 1 月 15 日（木）18：30～ 20：00  第 2 回ＦＤ連携運営幹事会

　　　　 1 月 20 日（火）18：30～ 19：40  第 2 回ＦＤ連携運営委員会

　　　　 1 月 27 日（火）18：30～ 20：30  第 2 回ＦＤシステム検討ＷＧ

　　　　 2 月 4 日（水）18：30～ 19：50  ＦＤ海外視察（韓国）事前打合せ会

　　　　 2 月 5 日（木）18：00～ 19：15  ＦＤ海外視察（英国）事前打合せ会

　　　　 2 月 7 日（土）18：30～ 19：40  ＦＤ海外視察（米国）事前打合せ会

　　　　 3 月 17 日（火）16：30～ 18：00  合同ワーキンググループ会議（ＦＤ海外視察調査報告）

　　　　 3 月 17 日（火）18：30～ 19：30  第 3 回ＦＤ連携運営委員会

　　　　 3 月 17 日（火）19：30～ 20：30  第 2 回京都ＦＤ開発推進センター会議

2008 年度　京都 FD開発推進センター活動報告

３．国内機関訪問および行事参加
　2009 年 1 月 12 日（月）     「大学教育改革プログラム合同フォーラム」（横浜）

　　　　 3 月 7 日（土）     「大学教育改革フォーラム in 東海 2009」（名古屋大学）

　　　　 3 月 9 日（月）～ 10日（火）  東北大学「高等教育講演会」／東北大学ヒアリング

　　　　 3 月 19 日（木）～ 21日（土）  関西ＦＤ連絡協議会／大学教育研究フォーラム（京都大学）

　　　　 3 月 24 日（火）～ 25日（水）  山形大学ヒアリング

　　　　 3 月 27 日（金）    文部科学省／ IDE 高等教育フォーラム（東京）

　　　　 3 月 30 日（月）～ 31日（火）  広島大学ヒアリング

４．講演会開催
　2009 年 3 月 26 日（木）18：30～ 19：45  「大学連携の課題と大学の特質をめぐって」　

　講師：寺﨑昌男氏（立教学院本部調査役、東京大学・桜美林大学名誉教授）

２．海外視察
　2009 年 2 月 11 日（水）～ 13日（金）  韓国・慶煕大学・慶煕サイバー大学、延世大学、梨花女子大学

　　　　 2 月 16 日（月）～ 23日（月）  米国・スタンフォード大学、サンマテオカレッジ、

       米国西部地区認証協会

　　　　 2 月 18 日（水）～ 28日（木）  英国・サリー大学、ウォーリック大学、

       オックスフォード大学、レスター大学



2008 年度事業報告書を発行しました

『京都FD開発推進センター2008年度事業報告書―海外視察調査報告を中心に―』

を発行しました。

入手ご希望の方は、下記連絡先までお知らせください（無料）。

第１回勉強会「京都 FDer 塾」を
開催します
日時： 7 月 6日（月）18：00～ 21：00

場所： 京都タワーホテル（京都駅前）

講師： 圓月勝博氏（同志社大学）

 大塚雄作氏（京都大学）

 原清治氏（佛教大学）

対象： 連携大学・短期大学・機関のＦＤに関わる教職員

参加申込：

E-mail で、タイトルに「京都 FDer 塾申込」、本文に

(1) お名前  (2) 住所  (3) 所属大学  (4) 教員・職員の別  

(5)E-mail アドレス を記載して、kyo-fd@consortium.or.jp 

へ送信して下さい。

参加費：無料 主催：京都ＦＤ開発推進センター

※詳しくは下記連絡先までお問い合わせください。

ＦＤセミナーを開催します
ＦＤ？からＦＤ！への実践

～連携校の取り組みから学ぶ～

日時： 2009 年 7月 18日（土）　15時～ 18時

場所： キャンパスプラザ京都　４階第２講義室

報告者：森迫清貴氏（京都工芸繊維大学・教授）

 林　久夫氏（龍谷大学理工学部・教授）

コメンテーター：池田勝彦氏（関西大学化学生命工学部・

教育開発支援センター長）

参加申込：
定員を 200 名として先着順で受付します。
E-mail で、タイトルに「京都ＦＤセミナー申込」、本文
に (1) お名前  (2) 住所  (3) 所属大学  (4) 教員・職員の別  
(5)E-mail アドレス を記載して、kyo-fd@consortium.or.jp 
へ送信して下さい。
申し込み締め切り：7月 13日（月）
参加費：無料 主催：京都ＦＤ開発推進センター　

トピックス

発行・連絡先

京都 FD開発推進センター　
〒600-8216　　京都市下京区西洞院通塩小路下ル　

キャンパスプラザ京都　５階

TEL：075-353-9122　FAX：075-353-9101

http://www.kyoto-fd.jp/

E-Mail:  kyo-fd@consortium.or.jp
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※本センターが収集した個人情報は、本センターの行事運営と情報提供に目的を限定し、
「佛教大学個人情報保護に関する指針」に基づき適切に管理します。


